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   Based on the results of culture and sensitivity tests of urine from the patients with 
urinary tract infections, Colimycin was administered intramuscularly and orally, and follow-
ing results were obtained. 
 1) Of 17 patients, intramuscularly administered, 13 patients showed improvement both 
in clinical and bacteriological findings. 
 2) Of 19 patients, orally administered, 8 patients showed improvement. 
 3) Mild gastric discomfort was expressed by 2 patients during oral administration and 









ゥム(以下COMと 略称する)を使用 す る機





は,急 性膀胱炎,急 性腎孟炎,急 性前立腺炎,慢性感
染症では,単純な慢性膀胱炎,主 として膀胱癌を合併
した慢性膀胱炎すなわち腫瘍性膀胱炎,前 立 腺 肥大
症,尿 道狭窄等,下 部尿路通過障碍を有する慢性膀胱
炎,膀胱腫瘍,前 立腺腫瘍,尿 道狭窄等,下部尿路疾
患術後で,尿 道に留置カテーテルを施した慢 性膀 胱











第1表 尿 路 感 染 症 と分 離 菌


























































































計 13 6 3 5 5 2 4 1 4 43
.9%)とな つ て お り,圧 倒 的 に グ ラ ム陰性 桿 菌 が 多
く,こ こで も尿 路 感 染 症 の 一 特 徴 を 現 して い る.桿 菌
の内では や は り大 腸 菌 が 最 も多 く16株(37.4%),次
いで 、Klebsiella,Proteus,Cloaca,Pseudomonas
の順 に発 現 して い る.
疾 患 と 分 離 菌 との 関 係 を 見 る と,急 性 膀 胱 炎 に
E.coliが多 く,し か もStaph,aureusを比 較 的 に
多 く見 た.な お 上 部 尿 路感 染 症 に2例 のPseudomo-
nasを見 た が,こ れ は い ず れ も,両 側 尿 管 皮 膚 吻合 術
を施行 し,腎 孟,尿 管 昏 カテ ーテ ル 留 置 中 の 患者 の慢
性 腎孟 炎 に 発 現 した もの で あ る.
皿 分離菌の化学療法剤感受性
43株の分 離 菌 の 化学 療 法 剤 に対 す る感 受 性 検 査 の 結
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dantin(F)の10種にCOMを 加 えた11種で あ る.
感 受性 検 査 は す べ て デ ィス ク法 に よつ た が,COM,
Fを 除 く他 の 薬剤 は 昭和 薬 品製 感 応 錠 を用 い,そ の
判 定 規準 に従 い,FはBalti孤oreBiologicalLabo-
ratory製の 感 応錠 を用 い た.COMは 科薬 研 究 所 製
500u.のもの を 使 用 して判 定,感 受 性 或 い は 抵 抗性
と した.
43株中KMに 感 受 性 を 示す もの35株(8ユ.2%)と
最 も高率 であ り,次 い でCOM19株(69.8%)と
す く・れ た率 で あ り,Fの48.8%,CPの34.9%,TC
の32.6%,EMの27,9%が そ れ に 次い で い る.グ ラ
ム陰 性桿 菌 が 多 い 関 係 もあ り,OL.L等 マ ク ロ ライ
ド系 の もの はは るか に低 率 を 示 して い る.
IV臨 床 成 績
COMはBacilluspolymyxaVarcolistinusの
培 養 液 よ りえ られ たColistinのメ タ ン スル フ ォソ 酸
塩 で あ り,グ ラム陰 性桿 菌 に 撰 択 的,殺 菌 的 に 作 用
し,耐 性菌 が 出来 難 く,従 来 の塩 酸塩,硫 酸 塩 に 比 し
最 高 血 中 濃 度 も高 く1),注射 時 の瘍 痛 も 少 な い と され
てい る2)
COM投 与 の対 象 と した症 例 は36例で あ るが,投 与
法 に よつ て これ を4群 に分 け,400万単 位 筋 注 群(200
万 単 位 宛1日2回 筋 注),200万単 位 筋 注 群(1日1回
筋 注),800mg内服 群(1カ プセ ル100mg力 価 の も
の8カ プセル1日4分 服),400mg内服群(1カ プセ

















































































































































200万単位1日1回 筋注例は5例 であるが,急 性 膀
胱炎症例2例 中1例 は有効,1例 はやや効,慢 性膀胱
第4表200万
825

































断 前 治 療 ・分 離 菌1
1
COM 効 果
投与法陪 養 麟 瞬 見判定
急 性 膀 胱 炎
〃





























































































培 養 麟 肺 見判定













急性前 立 腺 炎
亜急性前立腺炎
慢 性 膀 胱 炎(膀
胱 癌)
慢 性 膀 胱 炎(
前立腺肥大症)
慢 性 膀 胱 炎(
前立腺摘出術術後)
慢 性 膀 胱 炎(
カテーテル留置)
(前立腺摘出術術後)
右 腎 切石 術 術後
腎孟炎及び痩孔形成
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にな り,尿からも,分泌液からも緑膿菌が分離された












































36急 性 膀 胱 炎 なし
急 性 前 立 腺 炎CP
急 性 膀 胱 炎
(陰茎癌手術後)
急 性 腎 孟 炎CP
(前立腺肥大症)TC
慢 性 膀 胱 炎Sulf.
慢 性 膀 胱 炎Sulf.(膀胱 癌
)、CP











































尿路感染症の化 学療法を行 うに当つて,尿 中
分 離菌の種類 とその抗 生物質に対す る感 受性 を
検索す ることがその基 本をなす ことは言を また
ない 著者等 が36例の尿路感染 症例について分
離 し得 た菌株 は43株であ り,グ ラム陰i性 桿 菌
が79.1%と 圧倒的 に多 く認 め られ た.こ れ は
Rittss》.Sulter6).田坂7》等の報告 と一 致 す
る.し か し日野8〕.占部D)等 はStaphylococ-
CUSがほぼ半数を 占め ると報告 してい る.
次 に各種化 学療 法剤に対 す るこれ ら分離 菌 の
感受 性であ るが,Rittss)はEM,CPに,占
部9}もCP,EMに 高い感 受 性 があつた として
い るが・著者等 の成績 では,KMに 対 して最
も高 い感受性 を示 し,82.1%,COMは これ に
次 ぎ69.8%と 高率 を示 してい る.以 上 に次い
ではF,CP,TC,EMの 順 であつた.
尚 これ らの中にはKanamycinとCOMに
のみ感受性 を示す菌株 もあつた。 この ことは高
安10,等も指摘す る所 であ る.Pseudomonasは
2株 検 出 されたが,1例 はKM,とCOMに
のみ,1例 はCOMに の み 感受 性を示 し,他
斉1」には全 く感受性が なかつた.COMのPseu-
domonasに・対 す る効 果 につ い'⊂はCarroll4}
等 の報告 があ り,60例中58例に有 効で あつた と
述 べてい る.我 々の2例 では1例 に有 効,1例
にや や有効 であつた.
この分離 菌,感 受 性 の関係 に於 て も,COM
は尿路感染 症の治療上は なはだ有 用な抗生剤 と
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云うべきであ る.
泌尿器科 領域 におけ るCOMの 治 効 につい
ての報告 は未 だ少数 であ るが,西 浦1)等は46例
中38例に有 効,8例 無効 とし,杉 村11)等:は31
例中24例に良好 な治効 を得 た としてい る.著 者
等の成績では,400万 単位 及 び200万単位筋 注
例では,17例中有効8例,や や有効5例,無 効
4例 とい う成績 を示 して いる.内 服 例では使用
量が大量 であ るにかかわ らず,筋 注例 に比 して
その効果 は悪 く,19例中,有 効4例,や や有効
4例,11例 が無効 であ る.こ れ はCOMの 腸
内よりの吸収 のはなはだ少量 であ ることか ら容
易に首肯 し得 る所 であ り,少 くとも尿路感染症
に於ては,内 服 に よる使用 は不 適当 と考 え られ
る.又,注 射投 与 につ いてであ るが,400万 単
位のものは明 らか に200万単 位に比 して治効 が
す ぐれて居 り,注 射時 の疹 痛は ある として も,
400万単位 以上 の投与 がのぞ ましい と考 え る.




尿 路 感 継 副 有効 やや 無効有効1
第7表 投 与 法 別 治 効








尿道乃至は尿管腎孟に対す る カテーテル の留




と第8表 の如 くになるが,急 性感染症に対 して




急 性 感 染 症1910 3 6
慢 性 感 染 症61 3 2
合併症を伴う
慢 性 感 染 症81 3 4
合併症を伴 うカテー





種 々の尿路感 染症患者36例を対象 として,そ
の尿 中細菌 を分離,各 種化 学療法薬 剤に対 す る
感受性 検査を行い,COMを 投与 して,そ の治
効 を観 察 した.
分離 菌は43株,そ の内桿菌34株(79.1%),
球菌9株(20.9%)で あ り,も つ とも多かつた
のは大腸菌 の16株(37.4%)であった.





以上 の症例に対 してCOMを 筋注及 び 内 服
で投与 したが,筋 注例で は17例中有効8例,や
や有効5例,無 効4例,内 服例 では19例中有効
4例,や や有効4例,無 効11例であつた.
尚副作用 としては筋注 例に於 て注射部位 の疹
痛 を訴 え るものが多 く,内 服 例で2例 に悪心 が
見 られ たが,他 に特 記すべ きものはなかつた.
文 献
1)西 浦 常 雄 他=新 薬 と臨 床,11:549,1962.
2)Koyama,Y.etal.=J.Antibiotics(Japan),
3:457,1950.









828 大村他一泌尿器科領域におけるコリマイシン(メ タンスルフォン酸塩)の 臨床応用
田 坂純 雄 他=皮 膚 と 泌 尿,X:567,1962.
日野 豪:泌 尿 紀要,5=1004,1959.
占部慎 二=皮 虜 と泌 尿,23=357,1961.
10)高 安 久雄 他=日 本 医事 新 報,2081:17,1964.
11)杉 村 克治 他:泌 尿 紀 要,9:472,1963,
(1964年8月3日受 付)
